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「神南地区まちづくり協議会」の設立総会が 6 月 22 日、地区住民など 40 名が出席し神南小学校体

育館で開催されました。 

 総会では、初めに「神南地区まちづくり協議会設立趣意書」により協議会の設立について提案され、

満場の拍手により設立を決定しました。続いて、規約や役員なども決定し、会長には返田区在住の伊藤

昭夫さんを選任しました。 
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●協議会役員等紹介（順不同、敬称略） 

 

 

 

 

会 長 ：  伊藤 昭夫（返田） 

副会長 ：  海老澤 文雄（九美上３） 

松島 由紀夫（下小野） 

事務局長 ：  小川 欣也（九美上１） 

会 計 ：  椎名 正彦（返田） 

監 査 ： 村上 一夫（九美上３） 

   小山田 俊之（下小野） 

理 事 ： 小林 文雄（下小野）  

鈴木 健治（返田）  

加藤 直介（九美上２） 

      諏訪 敦子（九美上１）  

玉井 和明（九美上２）  

古川 幸男（返田） 

      篠塚 照夫（返田）  

鈴木 博文（返田）   多田 和夫（九美上１） 

      萩原 一嘉（九美上２） 根本 芳和（九美上３）  

      藤崎 忠勝（下小野）  齊藤 論志（下小野）   ※敬称略 

 

「地域まちづくり計画」策定のため、アンケートを実施します！ 

地域のため、皆様の  をお聞かせください。 

 ※「地域まちづくり計画」とは、地域の課題解決に向けて取り組む活動方針などを取りまとめたものです。 

 

創 刊 号 

≪役員を代表して伊藤会長のあいさつ≫ 

このまちづくり協議会は、私たち自らが、住みよい地域づくりを目指していく

ものですので、神南地区の皆様が、その思いを一つにすることが大切であると考

えます。それには、この協議会が地域のことを気軽に話し合える場であるべきだ

と思っております。皆様のお力をいただきながら、気張らず、楽しく、できるこ

とから、できる範囲で取り組むということを役員一同で心がけていきたいと思い

ます。 

神南地区まちづくり協議会では、各区をはじめ各種団体の代表や委員、地域住

民の皆様のご協力を得ながら、より良い地域づくりを目指して活動をしていきま

すので、ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

11月末～12月の 

実施予定です！ 



   神南地区人口推移 
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▲▶6 月 22 日に行われた設立総会の様子 

地区名 平成21年 令和元年 増減（人）比較（%）

下小野 78 55 ▲ 23 71%

返田 46 19 ▲ 27 41%

九美上第１ 8 7 ▲ 1 88%

九美上第２ 27 12 ▲ 15 44%

九美上第３ 32 30 ▲ 2 94%

計 191 123 ▲ 68 64%

（２）年少人口（１５歳未満）

地区名 平成21年 令和元年 増減（人）比較（%）

下小野 824 679 ▲ 145 82%

返田 426 338 ▲ 88 79%

九美上第１ 144 131 ▲ 13 91%

九美上第２ 184 161 ▲ 23 88%

九美上第３ 293 254 ▲ 39 87%

計 1871 1563 ▲ 308 84%

（１）地区全体人口

地区名 平成21年 令和元年 増減（人）比較（%）

下小野 517 364 ▲ 153 70%

返田 280 205 ▲ 75 73%

九美上第１ 97 65 ▲ 32 67%

九美上第２ 111 93 ▲ 18 84%

九美上第３ 184 148 ▲ 36 80%

計 1189 875 ▲ 314 74%

（３）生産年齢人口（１５〜６４歳）

地区名 平成21年 令和元年 増減（人）比較（%）

下小野 229 260 31 114%

返田 100 114 14 114%

九美上第１ 39 59 20 151%

九美上第２ 46 56 10 122%

九美上第３ 77 76 ▲ 1 99%

計 491 565 74 115%

（４）老年人口（６５歳以上）

10 年前と比べ（１）神南地区全体で 308 人（16％）が減少しています。 

年代別に見ると、（２）年少人口と（３）生産年齢人口がそれぞれ減少しているのに対し、 

（４）老年人口だけが増加しているのがわかります。 

まちづくり協議会は、こうした地域の現状を共有し、考え、話し合うことから始まります。 


